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第
二
節
　
　
巻
子
本
の
位
置

一

巻
子
本
は
巻
上
・
下
、
二
軸
の
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
こ
の
よ
う
に
称
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
公
任
（
九
六
六
―
一
〇
四
一
）
筆
と

伝
称
さ
れ
て
い
る
が
、
同
筆
ま
た
は
同
書
風
と
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
、
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
の
清
正
集
・
重
之
集
、
及
び
伝
藤
原
公
任
筆

堺
色
紙
・
同
大
色
紙
・
同
小
色
紙
が
あ
り
、
実
際
の
書
写
年
代
は
十
二
世
紀
は
じ
め
頃
と
推
定
さ
れ
て
い

）
1
（

る
。
そ
の
書
は
、
運
筆
が
速
く
、「
緩

急
抑
揚
の
変
）
2
（化

」
が
あ
り
、「
伊
房
や
定
信
の
書
に
気
脈
を
通
じ

）
3
（

て
」
い
る
。
巻
上
に
は
万
葉
仮
名
が
多
用
さ
れ
、
宣
命
書
き
も
用
い
ら
れ
て

お

）
4
（

り
、「
漢
詩
の
書
写
形
式
に
融
合
さ
せ
る
べ
き
顧
慮
が
払
わ

）
5
（

れ
」
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
巻
下
で
は
巻
上
に
比
し
て
「
字
母
の
複
用
が
著

し
く
減
じ

）
6
（

て
」
い
る
。
仮
名
に
お
い
て
は
巻
上
と
巻
下
と
で
は
用
字
法
、
書
き
振
り
が
異
な
る
が
、「
変
化
を
求
め
て
、
書
の
美
を
あ
ら
わ
す
こ

と
に
つ
と
め

）
7
（
た
」
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

料
紙
は
唐
紙
・
厚
様
（
比
較
的
厚
手
の
紙
）・
雲
紙
（
飛
び
雲
交
用
）・
染
紙
・
金
銀
装
飾
紙
な
ど
」、「
十
三
種
」
に
「
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

）
8
（
る
」。

「
い
ず
れ
も
表
裏
両
面
に
装
飾
技
巧
を
ほ
ど
こ
し
た
、
実
に
華
麗
な
も
の
」
で
あ

）
9
（
り
、
料
紙
か
ら
も
装
飾
性
の
高
さ
が
窺
い
知
ら
れ

）
10
（
る
。

か
つ
て
、
堀
部
正
二
氏
は
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
を
、
主
に
、
本
文
の
近
似
関
係
よ
り
、

⑴
御
物
傳
行
成
筆
粘
葉
裝
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

⑵
關
戸
家
藏
傳
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雜
類
と
も
稱
す
べ
き
も
の

に
分
け
ら

）
11
（

れ
、
巻
子
本
を
「
關
戸
家
本
等
の
一
類
に
近
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
善
本
と
は
稱
し
難
い
や
う
で
あ

）
12
（

る
」
と
さ
れ
た
。

一
方
、
久
曽
神
昇
氏
は
、
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
、

甲
類
　
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
一
類
と
巻
子
本
・
葦
手
本
の
一
類
に
分
類
）
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乙
類
　
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

の
ご
と
く
、
二
類
に
分
け
ら
れ
た
。
堀
部
・
久
曽
神
両
氏
は
、
⑴
・
乙
類
に
は
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切
を
、
⑵
・
甲
類
に
は

雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
を
挙
げ
ら
れ
、
巻
子
本
を
⑵
・
甲
類
に
分
類
さ
れ
、
⑴
・
乙
類
と
は
別
類
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
久
曽
神
氏
は
、「
少
な
く
と
も
初
稿
本
・
再
稿
本
・
精
撰
本
の
三
種
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
は
、
更
に
今
後
研

究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
著
者
公
任
の
手
許
に
存
し
た
原
本
に
、
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
三
類
の
伝
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
や
は
り
公
任
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
甲
類
の
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
初

稿
本
」、
巻
子
本
・
葦
手
本
を
「
再
稿
本
」、
乙
類
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
を
「
精
撰
本
」
と
さ
れ

）
13
（

た
。

著
者
は
、本
書
（
前
節
）
中
、堀
部
正
二
氏
が
「
未
だ
系
統
を
知
り
得
な

）
14
（
い
」
と
さ
れ
た
安
宅
切
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
安
宅
切
は
巻
子
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る

巻
子
本
の
位
置
、
及
び
そ
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

ま
ず
、
形
態
的
な
面
か
ら
考
察
を
行
う
。

詩
歌
句
の
有
無
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

調
査
し
得
た
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
詩
歌
句
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
伝
本
に
存
し
な
い
詩
歌
句
（
そ
こ
で
は
断
簡
等
、
切
り
取

ら
れ
た
も
の
、
及
び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
）
を
抽
出
し
た
。
そ
の
う
ち
、
脱
落
ま
た
は
追
補
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
い
ず
れ
か
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を
除
く
（
有
る
場
合
も
無
い
場
合
も
独
自
事
象
は
除
く
）
と
次
の
ご
と
く
二
六
首
と
な
る
。

詩
歌
番
号
を
挙
げ
、
詩
歌
句
の
有
無
を
「
有
」・「
無
」
と
し
て
示
し
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
挙
げ
る
。

①
17
有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
山
・
葦
）
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無
（
巻
・
戊
）

②
42
有
（
巻
・
粘
・
伊
・
久
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 
無
（
雲
・
関
）

③
215
有
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
戊
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
葦
）

④
268
有
（
巻
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

⑤
313
有
（
雲
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
巻
・
関
・
和
1
）

⑥
321
有
（
巻
・
行
大
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

⑦
322
有
（
巻
・
行
大
・
雲
・
関
・
久
・
和
1
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 

無
（
粘
・
伊
）

⑧
354
有
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
葦
）

⑨
380
有
（
巻
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

⑩
407
有
（
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
巻
・
太
）
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⑪
422
の
次
）
15
（

有
（
益
・
山
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
下
・
戊
・
葦
）

⑫
434
有
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
伊
・
太
・
大
内
）

⑬
434
の
次
有
（
伊
・
久
・
太
・
大
内
・
山
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
戊
・
葦
）

⑭
449
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

⑮
534
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
下
・
山
）

 

無
（
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

⑯
535
有
（
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
太
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
巻
・
雲
）

⑰
564
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

⑱
603
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
大
内
・
山
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

⑲
617
有
（
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
唐
1
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
巻
・
安
）

⑳
621
有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）
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無
（
巻
・
安
）

㉑
652
の
次
有
（
巻
・
安
・
定
大
）

 
無
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

㉒
712
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

㉓
714
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

㉔
729
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

㉕
784
有
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

 

無
（
雲
・
関
）

㉖
797
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
）

 

無
（
巻
・
雲
・
関
・
安
・
太
・
戊
・
葦
）

右
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
一
〇
首
（
①
・
⑤
・
⑩
・
⑪
・
⑫
・
⑬
・
⑯
・
⑲
・
⑳
・
㉑
）
を
除
外
す
る
と
、
巻

子
本
は
、
粘
葉
本
類
と
は
一
一
首
（
②
・
④
・
⑥
・
⑨
・
⑭
・
⑮
・
⑰
・
㉒
・
㉓
・
㉔
・
㉕
）、
雲
紙
本
類
と
は
四
首
（
③
・
⑧
・
⑱
・
㉖
）
が
一

致
し
て
お
り
、
粘
葉
本
類
よ
り
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
の
一
一
首
の
う
ち
、
⑮
を
除
い
た
一
〇
首
は
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
み
に
無
い
詩
歌
句

で
あ
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
近
い
関
係
を
示
す
事
例
と
い
え
る
。

次
に
、
無
い
詩
歌
句
に
注
目
す
る
と
、
③
・
⑧
で
は
、
巻
子
本
・
雲
紙
本
類
・
葦
手
本
に
無
く
、
ま
た
、
⑱
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
戊
辰
切

に
も
無
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
子
本
の
、
雲
紙
本
と
の
一
致
（
⑯
）、
及
び
関
戸
本
と
の
一
致
（
⑤
）
も
あ
り
、
巻
子
本
と
雲
紙
本
類
と
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の
近
い
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
⑲
・
⑳
は
巻
子
本
と
安
宅
切
の
み
に
存
す
る
事
象
で
あ
り
、
ま
た
、
両
本
は
、
定
信
筆
大
字
切
と
と
も
に
、「
後
人
の
加
）
16
（筆

」
と
さ
れ

て
い
る
一
首
㉑
「
い
か
て
猶
人
に
も
と
ら
ん
あ
や
し
き
は
お
も
は
ぬ
な
か
の
え
さ
る
ま
し
き
を
」
を
も
共
有
し
て
い
る
。
安
宅
切
の
現
存
箇
所
は
、

巻
下
の
後
半
部
の
一
六
六
首
（
和
歌
三
二
首
、
漢
詩
一
三
四
首
）
で
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
全
体
か
ら
す
る
と
二
〇
％
弱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両

本
は
全
て
が
一
致
し
て
お
り
（
⑲
・
⑳
・
㉑
・
㉒
・
㉓
・
㉔
・
㉕
・
㉖
）、
そ
の
う
ち
、
巻
子
本
と
安
宅
切
に
お
い
て
の
み
一
致
し
て
い
る
項
目

二
か
所
（
⑲
・
⑳
）
が
見
ら
れ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
①
の
17
は
、
巻
子
本
に
は
無
く
、
そ
こ
に
重
複
歌
（
630
）「
見
度
者
柳
櫻
を
こ
き
ま
せ
て
み
や
こ
そ
春
の
錦
成
け
る
」
が
あ
る
が
、
戊
辰

切
に
も
そ
の
位
置
に
630
が
あ
り
、
巻
子
本
は
戊
辰
切
と
も
共
通
要
素
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三

次
に
、
排
列
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

諸
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
排
列
上
の
異
同
箇
所
を
詩
歌
番
号
で
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
90
・
91
・
92
（
巻
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

90
・
91
無
・
92
（
雲
）

91
・
92
・
90
（
多
）

90
無
・
91
・
92
（
葦
）

②
110
・
111
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

111
・
110
（
唐
2
・
葦
）

③
137
〜
143
・
133
〜
136
﹇
巻
上
・
春
部
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」﹈（
巻
・
雲
・
関
・
山
・
戊
・
葦
）
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133
〜
143
﹇
巻
上
・
春
部
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」﹈（
粘
・
伊
）

④
188
・
189
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

189
・
188
（
大
内
）

⑤
195
・
196
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
久
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

196
・
195
（
伊
）

⑥
201
・
202
（
巻
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

202
・
201
（
雲
・
関
）

⑦
226
・
227
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

227
・
226
（
久
）

⑧
268
・
269
・
270
・
271
無
（
巻
）

268
無
・
269
・
270
・
271
（
雲
・
関
）

268
・
269
・
270
・
271
（
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

268
・
270
・
271
・
269
（
久
）

269
・
270
・
271
・
268
（
山
）

⑨
273
・
272
（
巻
・
雲
・
関
・
久
・
唐
2
・
山
・
戊
・
葦
）

272
・
273
（
粘
・
伊
・
多
）

⑩
308
無
・
309
（
巻
）

309
・
308
（
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

308
・
309
（
粘
・
伊
）
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⑪
312
・
313
無
（
巻
・
関
・
和
1
）

312
・
313
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

313
・
312
（
雲
・
葦
）

⑫
368
・
367
（
巻
・
雲
・
関
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

367
・
368
（
粘
）

⑬
405
・
406
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

406
・
405
（
益
）

⑭
458
・
459
・
460
（
巻
・
行
大
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
大
内
・
山
・
戊
・
葦
）

458
・
459
無
・
460
（
雲
）

⑮
465
・
466
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
戊
・
葦
）

466
・
465
（
山
）

⑯
472
・
473
（
巻
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
下
・
戊
・
葦
）

472
無
・
473
（
雲
）

473
・
472
（
山
）

⑰
484
・
485
・
483
（
巻
）

483
・
484
・
485
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

⑱
512
・
513
・
511
（
巻
）

511
・
512
・
513
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

⑲
545
・
550
・
546
・
547
・
548
・
549
（
巻
）
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545
・
546
・
547
無
・
548
・
549
・
550
（
雲
）

545
・
546
・
547
・
548
・
549
無
・
550
（
関
）

545
・
546
・
547
・
548
・
549
・
550
（
雲
切
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

⑳
557
・
558
・
559
・
560
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

560
・
557
・
558
・
559
（
久
）

㉑
573
・
574
・
575
・
576
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

573
・
576
・
574
・
575
（
久
）

㉒
602
・
603
無
（
巻
・
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

602
・
603
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
山
）

603
・
602
（
大
内
）

㉓
615
・
616
・
617
無
・
618
・
619
・
620
・
621
無
・
622
（
巻
・
安
）

615
無
・
616
・
617
・
618
無
・
619
・
620
・
621
・
622
（
雲
）

615
・
616
・
617
・
618
・
619
・
620
・
621
・
622
（
関
・
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

615
・
618
・
619
・
620
・
621
・
622
・
616
・
617
（
久
）

615
・
616
・
617
・
618
と
619
後
部
の
合
成
・
620
・
621
・
622
・
619
前
部
（
山
）

㉔
625
・
626
・
627
・
628
・
629
（
巻
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

625
・
626
・
627
・
628
・
629
無
（
雲
）

625
・
628
・
629
・
626
・
627
（
久
）
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㉕
655
・
656
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

656
・
655
（
久
）

㉖
671
・
672
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

672
・
671
（
久
）

㉗
686
・
687
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
太
・
多
・
戊
・
葦
）

687
・
686
（
久
）

㉘
701
・
702
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

702
・
701
（
雲
）

701
無
・
702
（
関
）

㉙
726
・
727
・
728
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
山
・
戊
・
葦
）

728
・
726
・
727
（
久
）

㉚
729
・
730
（
巻
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
太
・
戊
・
葦
）

729
無
・
730
（
雲
・
関
）

730
・
729
（
山
）

㉛
741
・
742
・
743
・
744
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
太
・
戊
）

741
・
742
・
744
・
743
（
山
）

741
・
743
・
742
・
744
（
多
）

741
無
・
742
無
・
743
無
・
744
無
（
葦
）

32
746
・
747
（
巻
・
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
太
・
山
・
俊
和
・
戊
・
葦
）
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747
・
746
（
久
）

33
754
・
755
・
756
・
757
無
（
巻
）

754
・
755
・
756
無
・
757
（
雲
）

754
・
755
・
756
・
757
（
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

755
・
756
・
754
・
757
（
久
）

前
項
「
詩
歌
句
の
有
無
」
に
関
す
る
考
察
で
行
っ
た
方
法
と
同
様
に
他
本
が
同
排
列
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
本
の
み
が
他
本
の
排
列
と
異
な
る

場
合
を
除
外
す
る
と
②
・
③
・
⑥
・
⑨
・
⑩
・
⑪
の
六
項
目
と
な
る
。
そ
の
六
項
目
の
う
ち
、
巻
子
本
は
粘
葉
本
類
と
も
同
排
列
で
あ
る
（
②
・
⑥
）

が
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
が
雲
紙
本
類
と
同
じ
く
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
（
③
）
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
雲
紙
本
類
と
同
排
列

で
あ
る
箇
所
が
あ
る
（
⑨
）。

全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
排
列
の
揺
れ
て
い
る
箇
所
に
は
詩
歌
句
が
無
い
所
が
二
四
か
所
も
見
ら
れ
（
①
・
⑧
・
⑩
・
⑪
・
⑭
・
⑯
・
⑲
・
㉒
・

㉓
・
㉔
・
㉘
・
㉚
・
㉛
・
33
）、「
排
列
の
揺
れ
」
と
「
詩
歌
句
の
有
無
」
に
は
相
関
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
（
第
三
章
）
中
、
著
者
は
、
山
城
切
独
自
の
排
列
の
揺
れ
て
い
る
箇
所
に
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
、「
転
写
の

際
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
が
、
例
え
ば
、
異
本
注
記
の
よ
う
な
形
で
（
欄
外
な
ど
に
も
）
増
補
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
部
分
が
い
つ
し
か

本
文
化
さ
れ
て
排
列
に
揺
れ
が
生
ず
る
ご
と
き
形
に
変
移
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
い

）
17
（

か
」
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、
山
城
切
が
形
態
的
な

面
に
お
い
て
は
、「
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
系
譜
上
に
位
置
す

）
18
（

る
」
と
い
う
結
論
の
一
論
拠
と
し
た
。
そ
の
際
、
例
示
し
た
事
例
の
う
ち
、
⑧
・
㉓
・

33
に
も
巻
子
本
に
無
い
詩
歌
句
が
あ
り
（
271
・
617
・
621
・
757
）、
ま
た
、
巻
子
本
独
自
の
排
列
箇
所
⑲
に
も
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
が
あ
る

（
547
・
549
）
点
は
注
目
さ
れ

）
19
（

る
。
こ
こ
か
ら
、
巻
子
本
も
、
山
城
切
と
同
様
、
雲
紙
本
類
と
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、

巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
も
、「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
子
本
は
雲
紙
本
類
の
流
れ
を
汲
む
伝
本
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
巻
子
本
は
、
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
し
て
お
り
、
安
宅
切
・
葦
手
本
と
近
い
関

係
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
ま
た
、
巻
子
本
と
戊
辰
切
と
の
共
通
要
素
も
看
取
さ
れ
た
。

四

個
々
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

巻
子
本
は
一
七
二
か
所
も
の
独
自
本
文
を
有
し
、
諸
伝
本
中
、
独
自
本
文
数
は
最
多
で
あ
る
。
特
に
、
漢
詩
の
独
自
本
文
に
は
誤
脱
が
甚
だ
し

く
、
そ
の
よ
う
な
本
文
は
実
質
的
な
異
同
箇
所
と
同
レ
ベ
ル
で
は
扱
い
が
た
い
。
よ
っ
て
他
の
伝
本
に
対
し
て
一
本
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
場
合

は
全
て
除
外
し
た
上
で
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等

に
つ
い
て
、
ま
た
、
和
歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に

よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
原
則
、
対
象
外
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
る
。
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。

同
表
に
よ
る
と
、
巻
子
本
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
和
歌
で
は
、
雲
紙
本
・
安
宅
切
と
の
同
文
率
が
最
も
高
く
（
六
六
．

七
％
）、
次
い
で
、
関
戸
本
（
六
五
．
八
％
）、
葦
手
本
（
六
二
．
七
％
）
が
あ
り
、
巻
子
本
と
近
い
伝
本
に
は
安
宅
切
・
雲
紙
本
類
・
葦
手
本
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
詩
に
お
い
て
も
、
安
宅
切
と
最
も
高
く
（
八
七
．
一
％
）、
次
い
で
葦
手
本
（
六
八
．
六
％
）、
戊
辰
切
（
六
五
．
六
％
）

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
巻
子
本
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
安
宅
切
・
葦
手
本
・
雲
紙
本
類
と
、
漢
詩
に
お
い
て
は
、
安
宅
切
・
葦
手
本
・
戊
辰
切

と
の
関
係
が
近
い
こ
と
が
概
略
的
に
知
ら
れ
る
。

次
に
例
示
す
る
ご
と
く
、
巻
子
本
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
は
、
和
歌
・
漢
詩
と
も
に
多
く
の
同
文
箇
所
が
あ
る
。
巻
子
本
の
本
文
を
載
せ
、
異
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葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 唐紙切 2 安宅本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 歌
詩

158 158 159 159 24 21 157 160 20 57 160 160
　

雲紙本
89 83 100 106 14 6 92 75 11 23 72 147 　
56.3 52.5 62.9 66.7 58.3 28.6 58.6 46.9 55.0 40.4 45.0 91.9 ％
158 158 158 158 24 21 157 160 20 57 160

　
294 関戸本

89 80 104 104 13 5 88 72 13 22 69 269 　
56.3 50.6 65.8 65.8 54.2 23.8 56.1 45.0 65.0 38.6 43.1 91.5 ％
160 158 158 158 25 21 157 160 21 58

　
312 294 粘葉本

77 83 59 82 13 13 107 152 21 52 115 126 　
48.1 52.5 37.3 51.9 52.0 61.9 68.2 95.0 100.0 89.7 36.9 42.9 ％

57 57 57 58 　 17 55 58 19
　

171 168 157 近衛本
31 31 19 26 　 9 40 49 18 159 68 80 　
54.4 54.4 33.3 44.8 　 52.9 72.7 84.5 94.7 93.0 40.5 51.0 ％
20 20 19 20 　 9 20 20

　
53 60 60 60 法輪寺切

16 13 9 12 　 7 17 19 49 58 28 31 　
80.0 65.0 47.4 60.0 　 77.8 85.0 95.0 92.5 96.7 46.7 45.0 ％
159 158 159 159 25 21 157

　
60 170 315 312 293 伊予切

81 83 62 89 15 15 110 60 160 301 118 132 　
50.9 52.5 39.0 56.0 60.0 71.4 70.1 100.0 94.1 95.6 37.8 45.1 ％
155 155 155 155 23 21

　
311 60 172 312 309 291 久松切

98 92 82 97 18 13 210 44 125 217 141 149 　
63.2 59.4 52.9 62.6 78.3 61.9 67.5 73.3 72.7 69.6 45.6 51.2 ％
21 21 20 21 　

　
71 71 18 66 71 70 67 安宅本

16 12 4 14 　 39 36 7 35 34 27 25 　
76.2 57.1 20.0 66.7 　 54.9 50.7 38.9 53.0 47.9 38.6 37.3 ％
24 24 24 23

　
　 23 26 　 　 26 24 23 唐紙切 2

21 13 11 15 　 15 12 　 　 10 14 12 　
87.5 54.2 45.8 65.2 　 65.2 46.2 　 　 38.5 58.3 52.2 ％
158 156 157

　
26 70 303 305 58 167 308 298 287 巻子本

99 97 88 15 61 184 170 30 89 165 125 129 　
62.7 62.2 56.1 57.7 87.1 60.7 55.7 51.7 53.3 53.6 41.9 44.9 ％
157 157

　
297 26 67 304 307 60 167 307 306 287 山城切

80 77 177 19 35 213 188 40 100 184 167 164 　
51.0 49.0 59.6 73.1 52.2 70.1 61.2 66.7 59.9 59.9 54.6 57.1 ％
156

　
302 299 24 71 308 311 60 171 312 308 292 戊辰切

109 201 196 16 40 216 212 36 116 209 142 152 　
69.9 66.6 65.6 66.7 56.3 70.1 68.2 60.0 67.8 67.0 46.1 52.1 ％

　
301 291 293 25 64 296 305 58 161 306 300 282 葦手本
231 183 201 25 38 199 183 37 106 179 144 153 　
76.7 62.9 68.6 100.0 59.4 67.2 60.0 63.8 65.8 58.5 48.0 54.3 ％

【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
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同
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
以
下
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る
異
同
を
示
し
、
括
弧
内
に
は
そ
の
本
文
を
有
す
る
伝
本
の
略
号
を
挙
げ
る
。

①
62
櫻
花
春
加
礼
る
⑴

今
年
谷
人
乃
情
尼
⑵

被
足
也
波
勢
ぬ
（
巻
）

⑴
〈
同
〉
こ
と
し
た
に
（
雲
・
関
）

 
 

〈
異
〉
と
し
た
に
も
（
粘
・
伊
・
久
・
戊
・
葦
）

⑵
〈
同
〉
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
（
雲
・
関
・
久
）

 
 

〈
異
〉
あ
か
れ
や
は
す
る
（
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

②
437
簟
瓢
屡
空
草
滋
顔
渕
之
巷
藜
藋
深
鎖
雨
濕
原
憲
之
樞
（
巻
）

〈
同
〉
簟
瓢
（
雲
・
関
・
葦
）

〈
異
〉
瓢
簟
（
粘
・
伊
・
久
・
太
・
大
内
・
山
・
戊
）

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
巻
子
本
は
、
次
の
ご
と
く
、
粘
葉
本
類
の
本
文
を
も
有
し
て
い
る
。

◆
8
春
立
止
云
許
尓
也
御
吉
野
ゝ
山
母
霞
天
今
日
波
見
由
良
牟
（
巻
）

 
 

〈
同
〉
け
ふ
は
み
ゆ
ら
む
（
粘
・
伊
）

 
 

〈
異
〉
け
さ
は
み
ゆ
ら
む
（
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
）

ま
た
、
中
に
は
、

◆
765
⑴
し
は
し
た
に
⑵
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
か
な
（
巻
）

⑴
〈
同
〉
し
は
し
た
に
（
雲
・
関
・
久
・
太
・
山
）

 
 

〈
異
〉
か
く
は
か
り
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
安
・
戊
・
葦
）

⑵
〈
同
〉
へ
か
た
く
み
ゆ
る
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
安
・
戊
・
葦
）

 
 

〈
異
〉
へ
か
た
か
り
け
る
（
雲
・
関
・
山
・
太
）
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の
ご
と
く
、
巻
子
本
に
は
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
が
一
首
中
に
混
在
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
が
混
在
し
て
い
る
事
象
は
、
本
書
中
述
べ
る
通
）
20
（

り
、
巻
子
本
同
様
、
十
二
世

紀
書
写
と
さ
れ
る
、
久
松
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
本
文
内
容
に
お
い
て
は
、
巻
子
本
・
山
城
切
・

葦
手
本
は
雲
紙
本
類
よ
り
で
あ
り
、
久
松
切
・
戊
辰
切
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
粘
葉
本
類
よ
り
で
あ
っ
て
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
混
在

の
様
相
が
錯
綜
し
て
は
い
る
の
だ
が
）。

ま
た
、
巻
子
本
と
十
二
世
紀
書
写
本
群
と
の
間
に
は
横
の
繋
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
巻
子
本
と
、
葦
手
本
・
戊
辰
切
・
久
松
切
と
の
間
に
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
共
通
異
文
例
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
。

①
388
氷
消
漢
臣
應
疑
覇
雪
盡
粱
王
不
召
枚
（
巻
）

〈
同
〉
臣
（
葦
）

〈
異
〉
主
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
大
内
・
下
・
戊
）

②
389
胡
寒
誰
能
全
使
節
呼
沱
還
恐
失
臣
忠
（
巻
）

〈
同
〉
寒
（
葦
）

〈
異
〉
塞
（
行
大
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
大
内
・
下
・
戊
）

③
319
四
五
朶
山
粧
雨
色
両
三
行
雁
點
雲
聲
（
巻
）

〈
同
〉
聲
（
戊
）

〈
異
〉
秋
（
行
大
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
下
・
散
・
山
・
葦
）

④
371
聲
々
已
断
華
亭
鶴
歩
々
初
知
葛
履
濡
（
巻
）

〈
同
〉
知
（
戊
）

〈
異
〉
驚
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
葦
）
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⑤
59
今
年
閏
在
三
月
剰
看
金
陵
一
月
花
（
巻
）

〈
同
〉
看
（
久
）

〈
異
〉
見
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

⑥
774
佳
辰
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央
（
巻
）

〈
同
〉
佳
（
久
）

〈
異
〉
嘉
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

な
お
、
巻
子
本
と
、
安
宅
切
・
葦
手
本
・
戊
辰
切
に
は
、
独
特
な
漢
字
の
く
ず
し
方
の
類
似
も
見
ら

）
21
（

れ
、
本
文
の
み
な
ら
ず
書
写
上
の
共
通
性

も
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
巻
子
本
と
山
城
切
と
の
間
に
も
、
た
と
え
ば
、
240
「
重
々
」（
諸
本
、「
澄
々
」
）、
374
「
庚
亮
」（
諸
本
、「
庚
公
」
）、
415
「
遊
糸
見
由
」（
諸

本
、「
あ
そ
ふ
い
と
ゆ
ふ
」
）
な
ど
の
同
文
箇
所
が
あ
り
、
両
本
は
十
二
世
紀
書
写
本
特
有
の
本
文
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
、
巻
子
本
の
独
自
本
文
に
つ
い
て
述
べ
る
。
巻
子
本
の
独
自
本
文
に
は
、
次
の
事
例
の
ご
と
く
他
文
献
と
一
致
し
て
い
る
本
文
も
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
、
誤
字
、
脱
字
、
衍
字
、
転
倒
な
ど
の
結
果
生
じ
た
杜
撰
な
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
。

◆
267
不
是
花
中
偏
愛
菊
此
花
開
盡
更
無
花
（
巻
）

〈
異
〉
後
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

『
全
唐
詩
』
巻
十
五
、
元
夢
十
六
「
菊
花
」。
当
該
箇
所
、「
盡
」。

巻
子
本
の
独
自
本
文
に
は
、
偏
旁
冠
脚
を
省
略
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
﹇
246
「
雨
」（
諸
本
、「
霜
」
）
な
ど
﹈、
ま
た
、
字
形
の
類
似
に
よ
り
生

じ
た
と
思
わ
れ
る
誤
写
﹇
394
「
堂掌

」（
諸
本
、「
掌
」
）、
408
「
乱龍

」（
諸
本
、「
龍
」
）
な
ど
﹈、
衍
字
﹇
475
「
只
陵
雲
」（
諸
本
、
当
該
文
字
ナ
シ
）
な
ど
﹈

が
多
数
存
す
る
。
ま
た
、
和
歌
で
は
、
538
の
二
句
目
が
巻
子
本
に
は
「
あけ

れふ

たり

るた

やえ

とに

のし

」
と
あ
る
が
、「
け
ふ
り
た
え
に
し
」
と
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
を
「
あ
れ
た
る
や
と
の
」
と
書
し
た
の
は
、
初
句
「
き
み
な
く
て
」
に
つ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
誤
写
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
ミ
ス
テ
イ
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ク
は
、
巻
子
本
の
書
写
者
の
運
筆
が
早
い
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
巻
子
本
に
は
、
410
「
緑
紅
」（
諸
本
、「
緑
竹
」
）、
422
「
樹性

」（
諸
本
、「
松
性
」
）、
588
「
将
来
」（
諸
本
、「
當
来
」
）、
670
「
悟
桐
」（
諸
本
、

「
梧
岫
」
）、
743
「
往
年
」（
諸
本
、「
往
事
」
）
な
ど
の
傍
線
部
（
著
者
が
付
し
た
）
の
ご
と
く
、
前
後
に
位
置
す
る
語
意
の
連
想
に
よ
り
別
の
語
に

転
化
し
た
よ
う
に
取
れ
る
独
自
本
文
も
あ
る
。

ま
た
、
誤
写
を
削
消
し
、
そ
の
上
か
ら
訂
正
を
加
え
る
、
ま
た
は
傍
書
す
る
な
ど
の
跡
も
確
認
さ
れ
、
華
麗
な
料
紙
に
能
書
家
に
よ
り
書
さ
れ

た
作
品
に
多
数
の
補
訂
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
不
審
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
巻
子
本
の
書
写
者
の
本
文
内
容
の
理
解
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
上
、
本
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
巻
子
本
は
雲
紙
本
類
よ
り
に
位
置
し
て
は
い
る
も
の
の
、
粘
葉
本
類
の
本
文
を
も
有
し
て
い
た
。
ま

た
、
巻
子
本
と
十
二
世
紀
書
写
本
群
と
の
連
関
性
も
認
め
ら
れ
た
が
、
と
り
わ
け
、
安
宅
切
・
葦
手
本
・
戊
辰
切
と
の
関
係
が
近
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
巻
子
本
と
安
宅
切
・
葦
手
本
・
戊
辰
切
と
の
間
に
は
、
本
文
の
み
な
ら
ず
、
書
写
上
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ
た
。

五

巻
子
本
は
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
粘
葉
本
類
の
要
素
を
も
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
粘
葉
本
・
雲

紙
本
両
類
の
要
素
を
有
す
る
点
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
二
世
紀
書
写
本
群
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
子
本
と
十
二

世
紀
書
写
本
群
に
は
横
の
繋
が
り
も
確
認
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
巻
子
本
は
、
安
宅
切
・
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
戊
辰
切
と
も
連

関
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

書
風
に
お
い
て
も
こ
の
四
本
に
は
共
通
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
子
本
の
書
は
「
伊
房
や
定
信
の
書
に
気
脈
を
通
じ

）
22
（

て
」
お
り
、
安
宅
切
の

書
に
つ
い
て
も
「
伊
房
の
筆
跡
に
似
た
定
信
が
こ
の
〈
安
宅
切
〉
の
筆
者
で
は
な
か
っ
た

）
23
（

か
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葦
手
本
の
書
写
者
は

奥
書
に
よ
り
、
藤
原
伊
行
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
戊
辰
切
も
藤
原
定
信
・
伊
行
親
子
の
手
に
な
る
と
い
う
説
も
あ

）
24
（

る
。
藤
原
伊
房
は
藤
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原
行
成
を
祖
と
す
る
世
尊
寺
家
の
第
三
代
目
に
当
た
り
、
藤
原
定
信
は
世
尊
寺
家
第
五
代
目
、
藤
原
伊
行
は
世
尊
寺
家
第
六
代
目
に
当
た
る
。

形
態
・
本
文
面
に
焦
点
を
当
て
た
本
考
察
結
果
に
お
い
て
も
、
巻
子
本
は
世
尊
寺
家
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
人
々
の
手
に
な
る
伝
本
と
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
編
『
日
本
書
道
辞
典
』﹇
昭
和
62
年  

二
玄
社
﹈
97
頁

（
2
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈

1242
頁

（
3
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
350
頁

（
4
）
山
田
俊
雄
氏
「
和
歌
の
真
名
書
き
に
つ
い
て
の
試
論
―
朗
詠
和
歌
を
中
心
に
し
て
―
」『
山
梨
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
』
第
五
号
﹇
昭
和
29
年
﹈

（
5
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
350
頁

（
6
）
春
名
好
重
氏
「
傳
公
任
筆
御
物
朗
詠
集
の
用
字
法
」『
書
道
』
第
一
二
巻 

第
五
号
﹇
昭
和
18
年
5
月
﹈

（
7
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
350
頁

（
８
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
347
頁

（
９
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
347
頁

（
10
）
巻
子
本
に
は
詩
歌
句
の
下
に
小
書
き
で
注
さ
れ
て
い
る
注
記
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
も
美
術
品
的
性
格
が
窺
わ
れ
る
。

（
11
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
312
頁

（
12
）
前
掲
（
注
11
）
に
同
。
22
頁

（
13
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
197
頁

（
14
）
前
掲
（
注
11
）
に
同
。
37
頁
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（
15
）
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
422
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
16
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫
676
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
13
〜
15
頁

（
17
）
拙
稿
「
久
松
切
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
九
節
〉）

（
18
）
拙
稿
「
山
城
切
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
八
節
〉）・
前
掲
（
注
17
）
に
同
。

（
19
）
野
沢
千
佳
子
氏
は
、
粘
葉
本
と
関
戸
本
の
詩
歌
句
数
の
相
違
に
着
目
さ
れ
、「
一
つ
の
漢
詩
の
詩
句
の
一
部
が
関
戸
本
に
無
い
と
い
う
例
や
同
じ
場
所
で

同
時
に
詠
ま
れ
た
詩
句
を
粘
葉
本
の
方
が
多
く
載
せ
て
」
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
事
例
に
は
、
本
節
「
三
」
に
挙
げ
た
用
例
⑲
の
う
ち
の
549
、
㉘

の
701
、
㉚
の
729
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
、
関
戸
本
に
、
549
・
701
・
729
が
無
い
の
は
「
誤
脱
な
ど
が
原
因
で
は
な
く
」、「
意
図
的
改
変
」
に
因
る
と
述
べ
ら
れ
た

（「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
和
歌
本
文
に
つ
い
て
―
粘
葉
本
・
関
戸
本
の
本
文
異
同
が
示
す
も
の
―
」〈『
王
朝
の
文
学
と
そ
の
系
譜
』﹇
平
成
３
年  

和
泉
書
院
﹈

所
収
〉）。
⑲
に
は
巻
子
本
に
、
㉘
に
は
雲
紙
本
に
、
㉚
に
は
山
城
切
に
独
自
の
排
列
の
揺
れ
が
看
取
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
御
論
を
踏
ま
え
る
と
、
無

い
詩
歌
句
が
後
人
に
よ
り
追
補
さ
れ
た
結
果
、
排
列
に
揺
れ
が
生
じ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、「
詩
歌
句
の
有
無
」
と
「
排
列
の
揺
れ
」
に
は
相
関
性
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
20
）
拙
稿
「
葦
手
本
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
三
節
〉）・
前
掲
（
注
18
）
他
。

（
21
）
た
と
え
ば
、
688
「
噛
」
な
ど
。
な
お
、
和
歌
の
真
名
書
き
の
一
致
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
は
拙
稿
「
葦
手
本
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
三
節
〉）
に
お

い
て
指
摘
。

（
22
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
351
頁

（
23
）
小
松
茂
美
氏
著
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
83
﹇
昭
和
59
年  

講
談
社
﹈
79
頁

（
24
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
345
頁




